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研究成果の概要（和文）：本研究では、on, in, to, till, until, by の研究と、それに基づく教材の

作成、さらには高大連携という形での教育における実践を行ってきた。また、本研究の基盤と

なっている認知言語学的視点の有用性を確認する意味で、生成文法が唱導しているＵＧの問題

点を考察する研究や、英語と比較する意味で、日本語の助詞の研究なども行い、その成果を著

作にまとめて発表した。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, we took up the following English prepositions: on, in, 
to, till, until and by and created the teaching materials used on the Internet. In addition to 
that, we also collaborated with neighboring high schools in order to contribute to the 
education of both high school students and college students by using the materials we 
created during the research. 
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１．研究開始当初の背景 

前置詞の多義研究は、１語の多義を扱う
Semasiological な研究（例：fruit は果実・結
果・・・・という意味があるとする研究）に
終始している感があるが、本研究は、それに
近似義語を扱う Onomasiological な視点
（例：果実を表す語には fruit・nut････があ
るとする視点）を加え、その近似義語間に見

られる意味の重なりの緊張関係が意味拡張
を阻止すると考えた。先行研究の中には、２
語以上を扱う研究もあるが、それらの違いを
述べるにとどまり、その違いが意味拡張を制
限するといったような「動的」な研究はまだ
なかった。 
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２．研究の目的 
(1)学術的背景 

我々は以前、前置詞の多義を従来の意味
論 で し ば し ば 行 わ れ る よ う に
Semasiological な視点で研究してきた。しか
し、その一連の研究で、従来のメタファー・
メトニミーによって意味拡張を説明しよう
とする理論は、(1)意味が際限なく広がること
を阻止することはできず、(2)新しい意味の予
測が不可能であることがわかった。そこで、
意味拡張は、複数の可能性が緊張関係の中に
存在した後、それぞれの語の弁別的意味要素
により取捨選択されることを通して行われ
る と い う 見 解 、 つ ま り 、 pragmatic 
strengthening を中心とした行為理論によっ
て意味「用法」の拡張の可能性を探り、さら
に、Onomasiological な視点にたち、近似義
語の中心義が意味拡張を制限するという立
場をとれば、上述の問題は解決されることに
気がついた。さらに、その緊張関係の中で、
意味拡張の可能性を阻止されたものは、慣用
表現としてのみ存在しうるということがわ
かった。  
 
(2)何をどこまで明らかにするか 

一般的に「機能語」と呼ばれる語のうち、
きわめて多義的に見える前置詞の意味を、各
前置詞の意味の「棲み分け」をもとに、また、
慣用表現を手がかりに、明らかにする。 
【どこまで】すべての前置詞の意味の「棲み
分け」を明らかにするのを目的に、まずは、
「近接関係」をあらわすすべての前置詞の意
味を、それらの意味間の関係を中心に、総合
的に明らかにする。 
【どのように】各語の多義記述には、認知意
味論的手法、および、通時論的手法を使い、
意味拡張は、慣用表現を手がかりに、行為
（practice）理論、Onomasiological な手法
を使う。 
認知意味論的手法： 多義は家族的類似性を
もとに用法が拡張をしているという考え方
を採用し、各語の用法の広がりを検証。 
通時論的観点： 多義性の高い単語には歴史
的要因が大きいことが多く（例えば so から
発達した as）、意味論研究と平行して単語の
歴史を研究する。 
行為理論・Onomasiological な手法：意味拡
張 を pragmatic strengthening と
onomasiology によって説明する。 
 
(3)研究の特色および意義 
【歴史的研究を取り入れる】 前置詞などに
関する研究は少なくないが、多くは現代語だ
けを対象にして論じている。本研究では通時
論的観点を不可欠なものとして取り入れて
おり、それが本研究の特徴となっている。 
【慣用表現への新たな視点】慣用表現とは、

２語以上の語が集まって使われる表現（例：
but for, by day）であるが、従来の多義研究
では、それらは、メタファーやメトニミーに
よる意味拡張によってできたと説明されて
きた。ところがその説明だけでは、意味拡張
を制限出来ないだけでなく、どうして中核か
ら大きくはずれた意味は、２語以上の語が集
まった慣用表現の形でしか残ることができ
なかったかが説明出来ない。本研究は、慣用
句は、onomasiologically に共存していた複数
の語の内(例：「～の間」by, during)、他の語
にブロックされたものは、別の語との組み合
わせの中でのみ存在しうる(別の語の助けを
借りてのみ存在しうる。例：「～の間」なら、
during によってブロックされた by は、day
という別の語の助けを借りて by day という
慣用句としてのみ生き残れた)ものであると
いう見解をもつ。 
【意義：英語教育への応用】 本研究はその
研究結果を、高校生の英語教育、そして大学
生の英語教育・英語学教育へ還元することを
視野に入れている。一般的に「機能語」と呼
ばれる語の学習は、英語学習者が最も困難に
感じる学習の一つである。そこで本研究は、
個々の前置詞の意味を、前置詞の「棲み分け」
を体系的に説明することを通して明らかに
することによって、多くの英語学習者が困難
に感じる「機能語」の学習の負担を軽減する
ことが期待できる。そして本研究は、研究成
果を、高校生と大学生に高大連携の取り組み
の中で伝授すると同時に、大学生の自学自習
用教材として開発するモジュール教材とし
てサーバーに載せることになっている。（現
在では、実際の教育に活用中である。） 
【意義：動詞等、他の多義研究への応用】 本
研究は、前置詞の多義を各前置詞の意味の
「棲み分け」をもとに、また慣用表現を手が
かりに、明らかにしようとするものである。
類似義語が際限ない意味拡張を阻止し、その
可能性が重なる緊張関係の中で他の語にブ
ロックされたものが、別の語との組み合わせ
の中でのみ存在しうるとするのであるが、こ
の理論は、容易に他品詞の多義（例えば動詞
の多義、come,go の棲み分けなど）に応用で
きるものであろう。 
 
３．研究の方法 
研究方法１： 各語の意味ネットワークの作
成 
対象語の現代英語での用法を、先行研究渉猟
結果を参考にしながら整理し、仮の意味ネッ
トワークを作成する。その手順は次の通りで
ある。 
(1)採集したデータを使って、対象語の現代
英語での用例を収集する。 
(2)それらの用例を意味に従っていくつかの
グループに分類する。 



(3)それぞれのグループのイメージスキーマ
を作成する。 
(4)イメージスキーマの共通点・相違点を手
がかりに、近い用法どうしを結びつける。 
(5)結果として中心にくる用法を中心スキー
マと認定する。 
(6)他の用法とつながらない用法（孤立用法）
を確認する。 
(7)「慣用表現」を確認する。 
(8)高校生の起こしやすい間違いがなぜ起こ
るかを確認する。 
(9)-(15) 古英語期、中英語期、初期近代英
語期についても同上(1-7)の作業をする。 
(16)過去の用法について、他言語（特にフラ
ンス語、北欧語）での用法が影響を与えてい
る可能性について調査する。 
 
研究方法２：Onomasiologically に、関連す
る語を、孤立用法・慣用表現をもとに検証し、
対象前置詞の棲み分けを明らかにする。 
 
発表方法１：高校生が起こしやすい間違いを
分析し、それがなぜ起こるかを確認し、その
情報をもとに、高大連携で研究結果を生かす。
具体的には、以下の４段階を踏んで、大学生
に高校生の英作文を添削させる。 
(1)大学生に向けて、前置詞の棲み分けを説
明する。 ←大学生への英語・英語学教育 
(2)(1)と同時に、高大連携を結んでいる高校
生にその前置詞を含む英作文を行ってもら
う。 
(3)(1)で習った情報を元に、大学生に高校生
の英作文を添削させ、コメントさせる←大学
生の英語教育 
(4)(3)で採点されたものを、教員が一度チェ
ックした後、高校生に返す ←高校生の英語
教育 
 
発表方法２：各前置詞の棲み分けを、モジュ
ール教材（テーマ別の小教材）として作成し、
ゆとり教育の下で教育されてきて実力にば
らつきのある学生が自学自習できるよう、棲
み分けを元にした前置詞の意味の説明をサ
ーバーに載せる。  
 
４．研究成果 

我々は、本研究に取り組む以前は、前置
詞の多義を従来の意味論でしばしば行われ
るように、semasiological な視点で研究して
きた。しかし、その一連の研究で、従来のメ
タファー・メトニミーによって意味拡張を説
明しようとする理論は、(1)意味が際限なく
広がることを阻止することはできず、(2)新
しい意味の予測が不可能であることがわか
った。そこで、意味拡張は、複数の可能性が
緊張関係の中に存在した後、それぞれの語の
弁別的意味要素により取捨選択されること

を通して行われるという見解、つまり、
pragmatic strengthening を中心とした行為
理論によって意味「用法」の拡張の可能性を
探り、さらに、onomasiological な視点（例：
果実を表す語には fruit, nut などがあるす
る視点）にたち、近似義語の中心義が意味拡
張を制限するという立場をとれば、上述の問
題は解決されることに気がついた。さらに、
その緊張関係の中で、意味拡張の可能性を阻
止されたものは、慣用表現としてのみ存在し
うるということがわかり、この考えのもとに
前置詞の棲み分け研究を行い、一定の成果を
あげてきた。  

具体的には本研究では、on, in, to, till, 
until, by の研究と、それに基づく教材の作
成、さらには高大連携という形での教育にお
ける実践を行ってきた。特に最近、大学教育
の質保証が叫ばれている中で、このような自
学自習用教材を作成し、それを教育に活用す
るという流れは、今後も絶やすことなく続け
て行かなければならないと考えている。幸い
なことに、平成２３年度から２５年度にかけ
て、 with, by, for, against, opposite, 
beside, in front of に関して、この研究の
発展的研究をするための科学研究費の交付
の決定が内定した。したがって、今後も前置
詞の棲み分け研究を生かしたモジュール教
材の作成を続けていかねばならないと考え
ている次第である。 

また、本研究テーマとは直接関係ないが、
本研究の基盤となっている認知言語学的視
点の有用性を確認する意味で、生成文法が唱
導しているＵＧの問題点を考察する研究や、
英語と比較する意味で、日本語の助詞の研究
なども、本研究の関連研究として行った。 
これらの研究成果は、最終年度（平成２２年
度）の３月に報告書として出版した。詳しい
内容は報告書に譲るが、報告書について簡単
に説明すると、第一部を前置詞の基礎研究、
第二部をモジュール教材関連研究、第三部を
高大連携関連研究、第四部をその他の関連研
究とし、平成１９年４月から平成２３年３月
までに発表した論文や、学会で発表した内容
を記載したレジュメなどから主要なものを
掲載し、我々が４年間（育児休暇のため中断
した１年間を含む）で発表した研究成果を発
表することができた。今後もこのような形で
研究成果を世の中に発表し、また前述のよう
に研究成果を教材として活用することで、英
語教育全体に貢献したいと考えている。 
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